
http://www.town.mimata.lg.jp/bunka/ 三股町立文化会館自主文化事業 

演劇ワークショップ みまた座 10期生・本公演

10周年
みまた座

ご声援

ありがとう
ございます

■日時／３月30日（日）午前11時00分開演・午後3時00分開演（２回公演・開場は開演の30分前）
■料金／小学生以上…300円（当日同料金）・未就学児…無料

※上演回指定　※全席自由　※電話予約可　※ＷＥＢ予約可（三股町立文化会館ＷＥＢサイト）
※前売にて完売の場合「当日券」は販売しないことがあります

■会場／�三股町立文化会館（〒889-1901 宮崎県北諸県郡三股町大字樺山3404-2）
■主催／�三股町・三股町教育委員会
■協力／演劇ワークショップ みまた座 10期生保護者会・みまたん放課後倶楽部Ikuz0
■お問い合わせ・チケット販売／三股町立文化会館　℡0986-51-3462　http://www.town.mimata.lg.jp/bunka/
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■原画／桐野莉可子（みまた座２～５期在籍）
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■会場／三股町立文化会館
　　　　〒889-1901 宮崎県北諸県郡三股町大字樺山3404-2
■主催／�三股町・三股町教育委員会
■お問い合わせ・チケット取扱／三股町立文化会館

　　℡.0986-51-3462

三股町立文化会館

※電話予約可　休館日（月曜日）を除く午前９時～午後５時
※WEB予約可　http://www.town.mimata.lg.jp/bunka/
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木場 菜月後藤 花奈桒畑 匠冴 小牧 葵 下沖 悠人 田代 小夏下田 美雨 恒吉 天音 恒吉 音羽

●演劇ワークショップ
　みまた座 10期生■

出
演

●演劇ワークショップ みまた座 卒業生
●劇団こふく劇場　あべ ゆう　かみもと 千春　濵砂 崇浩　大浦 愛　大迫 紗佑里

■あらすじ／
バブン星人とは地球人の願い
を叶える手助けを仕事とする
宇宙人。
奧山という名のバブン星人は
夢の中でも，現実（うつつ）で
もない空間をつくります。 そ
こは嫌な現実から逃げたいと
思う人たちのための場所。
彼がそこにやってくる人たちと
過ごす中で本当に助けたかっ
たのは誰だったのでしょうか…

■演劇監督Note ／ゆめとうつつのここらへん

上之薗 りりか池澤 碧海 岡井 葉瑠彩 亀田 心 河野 結衣 工藤 綾乃桐野 寛大

■演劇ワークショップ みまた座／
三股町立文化会館が毎年６月から３月に開く小中高生対象の
演劇ワークショップ。平成 16 年に旗揚げ。延 162 人在籍。
演劇監督に永山智行を迎え、指導はフランチャイズカンパニー
である劇団こふく劇場の劇団員が担う。毎年上演する本公演

は戯曲講座受講生が書き下ろすなど、その存在は連結を誇る
三股町立文化会館創造系事業の中核を成す。一連の事業は高
く評価され ｢平成 24 年度地域創造大賞（総務大臣賞）」の受
賞に至った。みまた座は三股町立文化会館の基本理念 ｢思い 
育み 知の創造｣ の姿そのものであり、大切な宝である。

10周年
みまた座

ご声援

ありがとう
ございます

ゆめとうつつの

ここらへん
ゆめとうつつの

ここらへん

演劇ワークショップ みまた座
10期生・本公演

中村 里桜中村 海 福島 萌花中神 萌々音 奈須 千緒里 中前 月那津曲 桜 前原 日和別府 慎吾

　思えば、「みまた座」というのはなんだか不思議な存在で、
学校でなければ、もちろん家でもなく、習い事でもなければ、
スポーツ少年団でもなく、部活でもない。そこには成績も、検
定も、勝ち負けも、コンクールもありません。あるのはただひ
とつ、その瞬間がそれぞれにとって面白いかどうか、そして
それをみんなが面白がっているかどうか、ただそのことだけ
のような気がします。けれどマニュアル全盛のこの時代で、
マニュアルに書いていない出来事をみんなで面白がる力は、
これから先の、誰も生きたことがない時代を生きていく上で、
ほんとうは何よりも大事なことのような気がしています。
　そうして気づくと、そんなことを10年続けてきました。も
ちろんこれはわたしたちの力ではなく、会館のみなさん、応

援してくださった三股町のみなさん、そして何より、このみ
また座に参加してくれた子どもたち、そのご家族のみなさん
のおかげだと思っています。
　臆面もなく言ってしまえば、この10年という時間の中で、
ここは、みまた座は、わたしたちにとって、関わったすべての
人にとっての「ふるさと」になりました。
　帰ってくる「ここ」があるから、わたしたちはどこまでも遠
くまで行ける、なんだかそんな気がしています。
　10年目の今年はみまた座OBも出演する、過去最多出演者
数のにぎやかな作品になりました。わたしたちにとっての「ゆ
めとうつつのここらへん」にあるみまた座の今を、どうぞと
もに味わっていただけるとありがたいです。

みまた座演劇監督　　　　　　　　　（劇団こふく劇場）


